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1．はじめに

本報告では，レーザーを利用した速度測定装置

（LAVEG）を用い，一流走幅跳，

三段跳および棒高跳選手の助走速度を分析した結

果を示す．なお，これらのデータの大部分は競技会

後一週間以内にコーチと選手にフィードバックした

ものである．

2．方法

レーザーを利用した速度測定装置（LAVEG）を用い，

跳躍者の助走速度を測定した．分析対象試合は以下

に示す通りである．

　・　2005年 4月 29日 第 39 回織田幹雄記念国

際陸上競技大会（織田記

念）

　・　2005年 5月 3日 第 21回静岡国際陸上（静

岡国際）

　・　2005年 5月 7日 ヤマザキ国際グランプ

リ陸上大阪大会　（大阪

GP）

　・　2005年 6月 2～ 5日 第 89 回日本陸上競

技選手権　（NCH）

　・　2005年 9月 19日 セイコースーパー陸上

2005ヨコハマ （SUPER）

3．データについて

3.1　男子棒高跳選手の助走速度曲線

図 1 ～ 2 は 2005 静岡国際，日本選手権における

男子棒高跳選手の助走速度曲線を示したものであ

る．また，表 1 ～ 2 は 2005 静岡国際，日本選手権

分析対象者の全試技の最高速度およびその出現地点

を示したものである．

澤野選手は静岡国際陸上において 5.83m の日本記

録を樹立した．その時の助走速度は 5.80m の前日本

記録時（9.45m/s，小山ら，2005）に比べ約 0.20m/

s 小さかった．表 1 および 2 に示したように，2005

年における澤野選手の助走速度の最高値は 9.20 ｍ

/s 前後であることが多く（平均 9.21 ± 0.07m/s @ 

9.6 ± 0.4m），2004 年に比べ（平均，9.31 ± 0.08m/s，

n=24，小山ら，2005）小さい傾向であった．また，

最高速度の出現地点が 2004 年に比べボックスより
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表 1　静岡国際男子棒高跳上位入賞選手の助走における最高速度およびその出現地点
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遠い地点に現れる傾向がみられた（2005 年，9.6 ±

0.4m；2004 年，8.9 ± 0.3m）．

日本選手権における森選手の助走速度は非常に

大きく，2004 年に SUPER 陸上に出場したマック選

手（6.04 3rd x，9.32m/s）や世界一流選手の助走

速度（9.55 ± 0.18m/s，競技記録 5.75-8.85m，淵

本ら（1994））と比較した場合でもほぼ同等であり，

高い走能力を有していると考えられる．しかしなが

ら，マック選手や他の選手に比べ最高速度が出現す

るタイミングが非常に早い傾向があり，踏切前に助

走速度を低下させていた．これらのことから，森選

手は，踏切準備動作の改善により記録の向上が期待

される．

3.2　女子棒高跳選手の助走速度曲線

図 3 ～ 4 は 2005 日本選手権，SUPER 陸上におけ

る女子棒高跳選手の助走速度曲線を示したものであ

る．また，表 3 ～ 4 は 2005 日本選手権，SUPER 陸

上分析対象者の全試技の最高速度およびその出現地

点を示したものである．

2005 日本選手権を 4.10 m で優勝した近藤選手の

助走速度は 7.92 ～ 8.06 m/s の範囲であった．2004

年に 4.30 m の日本記録を樹立した時の助走速度は

8.33 m/s であり，日本記録以外の試技においても

図１　2005 静岡国際における男子棒高跳選手の助走速度曲線
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表２　日本選手権男子棒高跳上位入賞選手の助走における最高速度およびその出現地点
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8.2 m/s を超えていたことから（小山ら，2005），

2005 年の記録低下の一要因として助走の問題があ

げられる．

錦織選手の助走速度は両試合のいずれの試技にお

いても 7.7 ～ 7.9 m/s であった．錦織選手の助走速

度は日本のトップ選手である近藤，中野選手，また，

SUPER 陸上に出場した海外選手と比較しても非常に

小さいものであった．しかし，跳躍記録には大きな

差は見られないことから，助走速度を鉛直方向に変

換する技術に優れていることが推察される．今後，

錦織選手は走能力の向上を課題の 1 つとして捉え，

助走速度の向上により，大きく記録を伸ばす可能性

があると考えられる．

SUPER 陸上に出場したイシンバエワ選手（ロシア，

世界記録保持者）の 4.50 m 時（失敗であったが，

身体は 4.50 m のバーまで上昇）の助走速度は 8.37 

m/s であった．イシンバエワ選手は，中野選手と同

程度の速度で助走していたが，日本記録を 20 cm も

上回る跳躍をしていた．助走速度の観点から見た場

合，中野選手は踏切，空中などの動作の改善等によ

り，現在の助走で日本記録を大きく超える跳躍が可

能であると考えられる．

3.3　男子走幅跳選手の助走速度曲線

図 5 ～ 7 は 2005 織田記念，日本選手権，SUPER

陸上における男子走幅跳選手の助走速度曲線を示し

図２　2005 日本選手権における男子棒高跳選手の助走速度曲線
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表３　日本選手権女子棒高跳上位入賞選手の助走における最高速度およびその出現地点
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たものである．また，表 5～ 6は 2005 日本選手権，

SUPER 陸上入賞者の全試技の最高速度およびその出

現地点を示したものである．

図 7および表 6に示したように，フィリップス選

手の助走速度は非常に大きかった．当日の最高記録

は 8m06 と伸びなかったが，その際の助走速度のピー

ク値は 10.87m/s であり，4 試技の平均でも 10.70

± 0.15m/s と日本選手を大きく上回っていた．走幅

跳では，踏切離地時における重心速度が跳躍記録獲

得の必須条件であり，これを達成するために大きな

助走速度を出すことができる走能力が必要不可欠と

なる．安定して大きな助走速度を出すことのできる

走能力の向上は，今後も日本選手の課題であろう．

安定して大きな助走速度を出すことの重要性は，
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図３　2005 日本選手権における女子棒高跳選手の助走速度曲線
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複数の大会で測定を行った寺野，荒川，志鎌，鈴木

選手のデータからも明らかである．各試合で風や気

温等の条件は異なるが，各試合のベスト記録を比較

すると，最もよい記録を出した試合における助走速

度ピーク値の（被験者内）平均は他の試合のものよ

りも大きかった．また，各試合のベスト試技では，

助走速度のピークがその試合の平均値より大きい傾

向，あるいはピークがより踏切の近くで出現してい

る傾向がみられた．

図 8および 9は，織田記念における荒川選手，日

図４　2005SUPER 陸上における女子棒高跳選手の助走速度曲線
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表５　日本選手権男子走幅跳入賞選手の各試技の助走における最高速度およびその出現地点
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本選手権における寺野選手の全試技の助走速度曲線

を示している．図に示したように，ベスト試技は他

の試技に比べ，助走中盤における速度増加が大き

かった．このことから，両選手ともに助走中盤の走

りが助走速度や跳躍記録を増大する一要因になると

考えられる．

10 は織田記念における品田選手の全試技の助走

速度曲線を示している．品田選手は日本選手の中で

最も助走速度のピーク値が大きかった．最もよい

記録を跳躍した時は 10.61m/s，平均でも 10.50 ±

0.10m/s であった．品田選手は，100m でも活躍して

いることから，走能力を活かした助走を行っている

といえる．また，図に示したように，ベスト試技で

は他の試技と比べて助走終盤における速度の減少が

小さかった．これらのことから，今後 8m 以上の記

録を跳躍するためには，助走終盤まで速度を増加さ

せ，その速度を維持し，高い速度に対応した踏切準

備および踏切動作の習得が課題の一つになると考え
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表６　SUPER 陸上男子走幅跳入賞選手の各試技の助走における最高速度およびその出現地点

図５　2005 織田記念における男子走幅跳選手の助走速度曲線
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られる．

図 11 は SUPER 陸上および千葉インターハイにお

ける鈴木選手のベスト試技の助走速度曲線を示して

いる．鈴木選手は，助走速度のピーク値は他の選手

と比べて大きくないものの，千葉インターハイで

は平均 10.13 ± 0.03m/s，7m77 を跳躍した際には

10.16m/s であった．一方，SUPER 陸上では助走速度

を十分に上げることができず（9.84 ± 0.09m/s），

図６　2005 日本選手権における男子走幅跳選手の助走速度曲線
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図７　2005SUPER 陸上における男子走幅跳選手の助走速度曲線
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記録も7m39に止まった．SUPER陸上と千葉インター

ハイのベスト試技における助走速度の変化を比較す

ると，助走開始後の加速段階から大きな差が見られ

た．安定して高い記録を狙うためにも，今後の走能

力向上に期待したい．

3.4　女子走幅跳選手の助走速度曲線

図 12 ～ 14 は 2005 大阪 GP，日本選手権，SUPER

図８　2005 織田記念における荒川選手の助走速度曲線
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図９　2005 日本選手権における寺野選手の助走速度曲線
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陸上における女子走幅跳選手の助走速度曲線を示し

たものである．また，表 7 ～ 9 は 2005 大阪 GP，日

本選手権，SUPER 陸上入賞者の全試技の最高速度お

よびその出現地点を示したものである．

池田，花岡両選手の助走速度は日本選手の中では

大きい傾向が見られた（池田，9.42 ± 0.07m/s，9.30

～ 9.55m/s，n=24；花岡，9.30 ± 0.07m/s，9.18 ～

9.44m/s，n=16）．2004 年の報告と比較すると（池

図１０　2005 織田記念における品田選手の助走速度曲線
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図１１　2005SUPER 陸上および千葉インターハイにおける鈴木選手の助走速度曲線
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田，9.20 ～ 9.50m/s；花岡，9.02 ～ 9.28m/s，小山

ら，2005），両選手ともに 2005 年の方が大きく，安

定して高い助走速度を獲得していたことを示してい

る．また，2005 年の最高速度出現地点を 2004 年と

比較すると，両選手ともに約 1ｍほど踏切地点に近

くなっている傾向が見られた．

2004 年の報告において，池田選手は踏切前の

減速が大きいことを指摘されている．2005 およ

び 2004 年の助走速度曲線を比較すると，2005 年

の方が踏切前における減速は小さい傾向が見ら

れた．最高速度出現地点が踏切に近くなってい

ることおよび減速が小さくなってきていること

は，池田選手の踏切準備動作は改善の方向に向かっ

ていることを示すと考えられる．しかし，他選手の

減速の程度と比較すると，池田選手は 2005 年にお

いても大きい傾向があることから，さらなる動作の

改善が必要であると考えられる．

佐藤選手の 2004 年の助走は，助走開始直後に急

激に速度を増加することが特徴であったが，2005

年は助走距離を伸ばし，ゆるやかな加速から助走を

行っていた．最高速度を比較すると，助走距離は伸

びたものの大きな差は見られなかった．佐藤選手は

100m において自己記録を更新していることからも，

走能力が向上していることが窺える．今度は高い走

能力を活かすためにも，速い助走速度に対応できる

動作の習得が課題の一つと考えられる．

3.5　男子三段跳選手の助走速度曲線
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表８　日本選手権女子走幅跳入賞選手の各試技の助走における最高速度およびその出現地点
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± 0.24m/s）．走幅跳と同様に，助走速度の大きさ

は三段跳の跳躍記録獲得に不可欠な要素である．よ

り速い助走では，ホップ，ステップ，ジャンプの連

続する 3回の跳躍を行うことが難しくなるが，跳躍

記録向上のためには安定して大きな助走速度を出せ

る走能力の獲得が課題となるであろう（世界平均，

10.39m/s，阿江ら，1994）．また，男子走幅跳と比

図 15 ～ 16 は 2005 織田記念，日本選手権におけ

る男子三段跳選手の助走速度曲線を示したものであ

る．また，表 10 は日本選手権入賞者 8 名の全試技

の最高速度およびその出現地点を示したものであ

る．

助走速度のピーク値についてみると，平均で

10m/s を超えたのは石川選手のみであった（10.13
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表９　SUPER 陸上女子走幅跳入賞選手の各試技の助走における最高速度およびその出現地点

図１２　2005 大阪 GP における女子走幅跳選手の助走速度曲線
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較すると，助走速度ピーク値の出現地点がより踏切

に近いという特徴がみられた．

石川選手は日本選手権における助走速度のピーク

値は，1，2試技目こそ向かい風のためそれぞれ 9.74，

10.08m/sと低調であったが，3試技目には10.16m/s，

5，6 試技目はファールであったがそれぞれ 10.30，

10.36m/s と大きかった．この助走速度のピーク値

は，2004 年度の分析試技のものよりも大きかった

図１３　2005 日本選手権における女子走幅跳選手の助走速度曲線
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図１４　2005 スーパー陸上における女子走幅跳選手の助走速度曲線
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（大阪グランプリ，16m34，10.24m/s；日本選手権，

16m26，9.83m/s；スーパー陸上，16m37，9.90m/s；

小山ら，2005）．阿江ら（1994），小山ら（2005）の

報告から，石川選手は世界一流選手に近い助走速度

を獲得しており，今後 17m を超える跳躍に期待した

い．（風などの条件の変化はあるが）助走パターン

の安定が一つの課題であろう（小山ら，2005）． 

梶川選手は，ベスト試技では石川選手に次いで助

走速度のピーク値が大きかった（10.04m/s）．しかし，

石川選手と比較すると，踏切前約 5m 以降で助走速

度の減速が大きかったことから，助走からホップへ

の移行動作や，ステップ，ジャンプの技術を改善し

ていくことにより，今後さらなる飛躍が期待される．

銭谷選手は，杉林選手と比較すると，織田記念で

は踏切前約 10m，日本選手権では踏切前約 15m 以降

の助走速度の増加が小さく，助走速度のピーク値も

小さかった．また，助走速度ピーク値の出現地点は，

他の選手に比べて踏切から少し遠かった（織田記念，

4.74 ± 0.45m；日本選手権，4.71 ± 0.94m/s）．こ

れらのことから，銭谷選手の課題としては，助走終

盤における助走速度の増加，つまり踏切前までしっ

かり加速することが考えられる．

3.6　女子三段跳選手の助走速度曲線

図 17 は 2005 日本選手権における女子三段跳選手

の助走速度曲線，および参考として 2002 年静岡国

際で 14.60 m を跳躍した黄選手（中国）の助走曲線

を示したものである．また，表 11 は入賞者 8 名の

全分析試技の助走における最高速度およびその出現

地点を示したものである．

優勝した吉田選手の助走速度は 8.7 ～ 8.9 m/s で

あり，日本選手の中では大きい傾向がみられた．吉

田選手はここ数年コンスタントに 13 m を超える跳

躍を行っているが，2003 年の静岡国際および日本

選手権時と比較すると，助走距離は伸ばしているも

のの，最高速度とその出現地点に大きな変化は見ら

れなかった（静岡，13.35 m，8.88 m/s @ 5.4 m；

NCH，13.39 m，8.73 m/s @ 7.4 m）．

吉田選手のピーク速度出現地点は踏切前 6 ～ 7 m

であり，他の選手に比べ（今村選手を除く）踏切板

から遠い傾向がみられた．また，女子走幅跳選手と

比較しても踏切板から遠い地点で最高速度を迎えて

いた．一般的に，三段跳は走幅跳よりも踏切で獲

得する鉛直速度は少なくて良いため，助走速度の

ピークは走幅跳に比べ踏切板に近く，減速は小さい．

2002 年静岡国際ではホップ局面において跳躍角度

が 20°以上の走幅跳のような踏切を行っており課

題とされていた（小山ら，2003）．これらのことから，

現在においても助走から踏切への移行局面の動作の

改善が課題の一つであると考えられる．また，今村

選手においても最高速度が踏切板から遠い地点で現

れる傾向が見られた．

上位 2 選手以外の選手の助走速度はいずれも 8.5 

m/s より小さく，吉田選手とは大きな差が見られた．

また，アジア記録を持つ黄選手が 2003 年静岡国際

で 14.60 m/s を跳躍した時の助走速度（9.38 m/s），
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14 ｍ後半を記録する世界一流選手の平均助走速度

（踏切接地時の水平速度，約 9.3 m/s，Muller et 

al., 1997）とはさらに顕著な差が見られる．日本

選手は 14 m を目指すためにも走能力の向上および

図１３　2005 日本選手権における女子走幅跳選手の助走速度曲線
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図１４　2005 スーパー陸上における女子走幅跳選手の助走速度曲線
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高い助走速度に対応する動作の習得が重要な課題で

あると言えよう．
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表９　SUPER 陸上女子走幅跳入賞選手の各試技の助走における最高速度およびその出現地点

図１７　2005 日本選手権における女子三段跳選手の助走速度曲線
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